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A. 研究目的 

C 型肝炎、B 型肝炎の抗ウイルス治療は

めざましく進歩しておりほぼウイルスのコ

ントロールが行えるようになってきた。し

かし、通院しているにもかかわらず、未だ

治療を受けずに肝硬変、肝癌に進展し、そ

の後紹介される例が散見される。肝機能正

常で、ウイルス検査を行う機会がなかった

例は、看過されても仕方ない症例が存在す

るかもしれないが、ウイルス性肝炎が陽性

であっても、適切な医療や経過観察を怠り、

専門医への紹介が無いか遅れる症例が散見

される。専門医への紹介がなぜ行われない

のか、行わない場合の理由などを解明しす

ることが目的に、福岡県における肝臓非専

門医を対象にアンケートを行い、実態を把

握することとした。 

 

B. 研究方法 

福岡県における非肝臓専門医を対象とし

た。主に 100 床以下の有床病院と無床のク

リニック、医院で、すべての科を対象とし

た。また介護施設、緩和ケア施設は対象外

とした。福岡県医師会からは、医師会を通

じてアンケートが行われることを周知して

いただく形で協力を得られた。 

（倫理面への配慮） 

医師向けのアンケートであり、患者に影

響が直接及ぶものではないため、倫理面へ

の問題はないと判断した。 

研究要旨：【背景】C型肝炎、B型肝炎の抗ウイルス治療がめざましく進歩しておりC型

肝炎はほぼ全例でウイルスの排除ができ、B型肝炎もウイルスのコントロールは容易に

なってきた。しかし、病院などに通院しているにもかかわらず、未だ治療を受けずに肝

硬変、肝癌に進展している例が問題となっており、今回肝臓非専門医におけるウイルス

性肝炎患者の診療に関してアンケート調査を行うこととした。【方法】福岡県下の肝臓

非専門医を対象にアンケートを郵送し、FAXにて回答を得る。【結果】アンケート送付

に関して、福岡県と福岡県医師会からの協力を得た。福岡県医師会は、会員へアンケー

トが行われる旨の連絡を行っていただいた。2018年12月にアンケートを送付し、現在回

収中である。【結語】今年度は、アンケート送付を県、医師会の協力を得て、実施する

ことができた。今後は、アンケート結果を解析し、肝炎医療の問題点を解明していく予

定である。 
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C. 研究結果 

アンケート内容を、次ページに掲載した。 

アンケートは、2,795 医療機関を選定し、

2018 年 12 月に送付を行い回収中である。 

 

D. 考察 

E. 結論 

今年度は、アンケートを配布した時点で

あるので、考察結論は来年度に報告したい。 
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2.学会発表 

なし 

 

G.知的所有権の出願・取得状況 

1.特許取得 

なし 

2.実用新案登録 

なし 

3.その他 

特になし 
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